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今月の主な内容

大山崎中学校の1年生が、環境学習の一環で竹工作を体験しました。

今年の2月に自分たちで伐採した天王山の竹を材料に作ったのは、貯金箱や箸、

竹とんぼ、ペン立てなど多種多様。少々削り過ぎたのか、耳かきのように細く

仕上がったオリジナリティ溢れる箸も。ある男子生徒は「今日はプランターを

作ったので、肥料になる竹の粉と一緒に、もうすぐ九州からやってくるおばあ

ちゃんにお土産として渡します。」と話してくれました。

竹を通じて環境学習
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乙訓二市一町で構成される乙訓消防組合消防本部では、地震発生直後から援助隊を被災地に派遣。大きな被害を受けた宮城県登米市の中田総合体育館を
拠点に、現在も周囲の被災地で援助活動を続けています。写真は、大津波で倒壊した宮城県南三陸町のようす。破壊された街並が、災害の大きさを物語
っています（写真提供：乙訓消防組合消防本部）

東日本
大震災

被災地は今、支援を必要としています。

3月11日㊎に発生した大地震によって、
東北、関東を中心とした東日本各地は大きな被害を受けました。

被災した皆さんに心からお見舞い申し上げますとともに、
犠牲になった方々とご遺族の皆さんに対し、心からお悔やみを申し上げます。

国をあげて被災地への援助が行われる中、
大山崎町でも現地での具体的な各種援助活動を進めています。

大
山
崎
町
で
は

　
募
金
箱
を
設
置
し
て
義
援
金
を

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

義
援
金
の
受
付
窓
口

①
福
祉
課（
役
場
１
階
５
番
窓
口
）

②
大
山
崎
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー
　

③
福
祉
セ
ン
タ
ー「
な
ご
み
の
郷
」

④
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー「
長
寿
苑
」

※�

領
収
書
が
必
要
な
方
は
、
窓
口

で
お
申
し
出
く
だ
さ
い

問
合
せ
＝
福
祉
課

☎
９
５
６
―
２
１
０
１

（
内
１
５
１
）

口
座
振
替
も
可
能
で
す

　
日
本
赤
十
字
社
と
中
央
共
同
募

金
会
の
義
援
金
郵
便
振
替
先
を
紹

介
し
ま
す
。

受
付
期
限
＝
９
月
30
日
㊎

※�

受
領
書
が
必
要
な
方
は
、
通
信

欄
に
「
受
領
書
希
望
」
と
明
記

し
て
く
だ
さ
い

※�

窓
口
で
の
取
り
扱
い
の
場
合
、

送
金
手
数
料
は
免
除
さ
れ
ま
す

■
日
本
赤
十
字
社

　 

口
座
番
号
＝
０
０
１
４
０
―
８

―
５
０
７

　 

加
入
者
名
＝
日
本
赤
十
字
社
　

東
北
関
東
大
震
災
義
援
金

　 

問
合
せ
＝
日
本
赤
十
字
社
京
都

府
支
部
組
織
振
興
課

　
☎
５
４
１
―
９
３
２
６

■
中
央
共
同
募
金
会

　 

口
座
番
号
＝
０
０
１
７
０
―
６

―
５
１
８

　 

加
入
者
名
＝
中
央
共
同
募
金
会

東
北
関
東
大
震
災
義
援
金

　
問
合
せ
＝
京
都
府
共
同
募
金
会

　
ハ
ー
ト
ピ
ア
京
都

　
☎
２
５
６
―
９
５
０
０

寄
附
金
控
除
に
つ
い
て

　
個
人
か
ら
の
義
援
金
に
つ
い
て

は
、
そ
の
金
額
（
年
間
所
得
総
額

の
40
％
が
上
限
）
か
ら
２
，
０
０

０
円
を
差
し
引
い
た
額
が
、
年
間

所
得
総
額
か
ら
控
除
さ
れ
ま
す
。

義
援
金
詐
欺
に

ご
注
意
く
だ
さ
い
！

　
義
援
金
を
振
り
込
む
際
は
、
振

込
先
の
口
座
が
、
確
か
な
団
体
の

正
規
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
事
前

に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

被
災
地
へ
の
電
話
や
物
資
の

直
送
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い

　
岩
手
県
、
宮
城
県
、
福
島
県
で

は
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

や
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
本
部
が
設

置
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
現

時
点
で
は
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

受
け
入
れ
体
制
が
完
全
に
は
整
っ

て
お
ら
ず
、
一
般
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
受
け
付
け
は
始
ま
っ
て
い
な

い
場
所
も
多
く
あ
り
ま
す
。今
後
、

救
援
活
動
が
さ
ら
に
進
ん
だ
段
階

で
、
本
格
的
に
現
地
で
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
開
始
す
る
時
期
が

来
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
平
成
７
年
に
起
こ
っ
た
阪
神
・

淡
路
大
震
災
で
は
、
の
べ
１
３
７

万
７
千
人
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
被

災
地
で
活
躍
し
ま
し
た
。
今
回
の

震
災
で
は
、
こ
れ
を
上
回
る
国
民

の
総
力
を
あ
げ
た
復
興
活
動
に
な

る
こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

　
大
山
崎
町
で
は
、
京
都
府
災
害

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
な
ど
か

ら
伝
え
ら
れ
る
政
府
や
被
災
地
域

か
ら
の
情
報
を
、
社
会
福
祉
協
議

会
が
集
約
し
、
町
民
の
皆
さ
ん
か

ら
の
問
い
合
わ
せ
に
応
じ
て
い
ま

す
。

　「
な
ん
と
か
力
に
な
り
た
い
」

と
い
う
気
持
ち
は
分
か
り
ま
す

が
、
個
人
で
現
地
に
直
接
電
話
を

か
け
た
り
、物
資
を
送
る
こ
と
は
、

現
時
点
で
は
か
え
っ
て
混
乱
を
招

く
恐
れ
も
あ
り
ま
す
。
ま
ず
は
、

左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
関
す
る
問
合
せ

町
社
会
福
祉
協
議
会

☎
９
５
７
―
４
１
０
０

京
都
府
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
　
☎
２
５
４
―
８
８
１
５

チ
ェ
ー
ン
メ
ー
ル
に

ご
注
意
く
だ
さ
い
！

　
根
拠
の
な
い
情
報
が
チ
ェ
ー
ン

メ
ー
ル
で
出
回
っ
て
い
ま
す
。
無

意
味
な
チ
ェ
ー
ン
メ
ー
ル
の
情
報

に
流
さ
れ
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ

さ
い
。
正
確
な
情
報
を
把
握
し
て

チ
ェ
ー
ン
メ
ー
ル
を
防
ぐ
こ
と

も
、
立
派
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

の
ひ
と
つ
で
す
。
冷
静
な
対
応
を

お
願
い
し
ま
す
。

災害ボランティア
について

義援金を
お寄せください

被災地では、ボランティアの受け入
れ態勢が確立していません。支援の
気持ちは義援金でお寄せください。

遠く離れた私たちにもできることが
あります。被災地復興のため、皆さ
んの善意をお寄せください。
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上
り
・
下
り
線
ホ
ー
ム
に

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
設
置

　
阪
急
電
鉄
で
は｢

人
に
優
し
い

鉄
道｣
を
目
指
し
て
、
利
用
者
が

安
全
か
つ
快
適
に
駅
を
利
用
で
き

る
よ
う
、
計
画
的
に
駅
の
整
備
に

取
り
組
ん
で
こ
ら
れ
ま
し
た
。
今

回
、
大
山
崎
駅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー

化
工
事
で
整
備
さ
れ
た
も
の
は
、

▼
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
２
基
（
上
り
・

下
り
線
各
１
基
）
の
新
設
▼
多
機

能
ト
イ
レ
の
新
設
▼
視
覚
障
害
者

誘
導
用
ブ
ロ
ッ
ク
の
新
設
お
よ
び

改
良
▼
駅
構
内
総
合
点
字
案
内
板

の
新
設
▼
可
変
式
情
報
表
示
装
置

の
新
設
―
で
す
。

　
ま
た
、
こ
れ
ら
設
備
の
整
備
に

あ
わ
せ
て
、
駅
全
体
の
リ
フ
ォ
ー

ム
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
利
用
者
に

優
し
く
、
美
し
く
な
っ
た
大
山
崎

駅
を
、
ぜ
ひ
一
度
体
感
し
て
く
だ

さ
い
。

駅
前
広
場
︵
道
路
を
含
む
︶

の
舗
装
を
修
繕

　
大
山
崎
町
で
は
、
駅
の
バ
リ
ア

フ
リ
ー
化
工
事
の
完
了
時
期
に
あ

わ
せ
、
駅
前
の
イ
ン
タ
ー
ロ
ッ
キ

ン
グ
舗
装
（
ブ
ロ
ッ
ク
を
使
用
し

た
舗
装
の
一
種
）
の
修
繕
工
事
を

実
施
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
工
事
で
は
、
駅
前
広
場

部
分
の
う
ち
、
駅
の
大
阪
側
に
沿

っ
た
道
路
の
延
長
と
し
て
町
道
認

定
し
て
い
る
部
分
を
、
道
路
と
分

か
り
や
す
い
よ
う
に
通
常
の
ア
ス

フ
ァ
ル
ト
舗
装
に
改
め
ま
し
た
。

ま
た
、
花
壇
を
含
む
広
場
部
分
は

こ
れ
ま
で
同
様
イ
ン
タ
ー
ロ
ッ
キ

ン
グ
舗
装
で
修
繕
し
ま
し
た
。
こ

れ
に
よ
り
、
駅
前
の
交
通
を
ス
ム

ー
ズ
に
す
る
一
方
、
駅
前
付
近
へ

の
迷
惑
駐
車
を
防
ぐ
効
果
が
期
待

さ
れ
ま
す
。

バ
リ
ア
フ
リ
ー
を
知
ろ
う

▼
そ
も
そ
も
バ
リ
ア
フ
リ
ー
と
は

　
バ
リ
ア
フ
リ
ー
と
は
、
段
差
や

階
段
な
ど
、
高
齢
者
や
障
害
の
あ

る
方
々
が
普
通
に
生
活
す
る
こ
と

を
阻
む
障
壁
（
バ
リ
ア
）
を
な
く

す
こ
と
を
い
い
ま
す
。

▼
ア
メ
リ
カ
か
ら
始
ま
っ
た

　
道
路
や
公
共
施
設
な
ど
で
こ
う

し
た
バ
リ
ア
を
な
く
し
て
い
こ
う

と
す
る
取
り
組
み
は
、
ア
メ
リ
カ

で
始
ま
り
ま
し
た
。
１
９
６
１
年

に
は
、
世
界
に
先
駆
け
て
「
身
体

障
害
者
に
ア
ク
セ
ス
し
や
す
く
使

用
し
や
す
い
建
築
・
施
設
設
備
に

関
す
る
ア
メ
リ
カ
基
準
仕
様
書
」

が
作
成
さ
れ
ま
し
た
。

▼
日
本
で
は

　
日
本
で
、
一
定
の
建
物
を
対
象

と
し
た
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
の
基
準

が
定
め
ら
れ
た
の
は
平
成
６
年
の

こ
と
。
以
降
、
平
成
12
年
に
は
、

公
共
交
通
機
関
で
の
バ
リ
ア
フ
リ

ー
化
も
推
進
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
、
平
成
18
年
に
は
「
高
齢
者
、

障
害
者
等
の
移
動
等
の
円
滑
化
の

促
進
に
関
す
る
法
律
」
が
施
行
さ

れ
、
よ
り
幅
広
く
バ
リ
ア
フ
リ
ー

化
の
対
象
が
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

▼
大
山
崎
町
で
は

　
大
山
崎
町
で
は
、
平
成
19
年
度

に
「
大
山
崎
町
バ
リ
ア
フ
リ
ー
基

本
構
想
」
を
制
定
。
町
内
の
バ
リ

ア
フ
リ
ー
化
の
重
点
整
備
地
区
な

ど
を
定
め
て
、
誰
も
が
よ
り
快
適

に
、
そ
し
て
ス
ム
ー
ズ
に
町
の
中

を
移
動
で
き
る
よ
う
に
、
バ
リ
ア

フ
リ
ー
化
施
策
の
推
進
に
取
り
組

む
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　
こ
の
ほ
ど
完
了
し
た
大
山
崎
駅

の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
工
事
に
つ
い

て
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
利
便
性

の
向
上
に
大
き
く
寄
与
す
る
も
の

と
し
て
、
大
山
崎
町
バ
リ
ア
フ
リ

ー
基
本
構
想
に
基
づ
く
「
鉄
道
駅

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
設
備
整
備
費
補

助
金
」
を
交
付
。
事
業
全
体
の
工

事
費
約
８
億
円
に
対
し
て
、
３
年

間
で
そ
の
１
／
６
に
あ
た
る
約
１

億
３
千
万
円
を
補
助
し
、
国
・
京

都
府
と
と
も
に
工
事
を
側
面
的
に

サ
ポ
ー
ト
し
ま
し
た
。

阪急大山崎駅
バリアフリー化完了

Oyamazaki Station Barrier Free

完成予想パース　（株）阪急電鉄提供

平成20年度から取り組まれていた大山崎駅のバリアフリー化工事。
この３月に、ついに完了しました。
新しくなった大山崎駅の姿を紹介します。

14

5 2

3

写真とイラストで見る
大山崎駅バリアフリー
1_ 駅構内総合点字案内板
エレベーターやトイレへの道順など、駅構内を案内するための
情報が点字で表示されています。
2_ 多機能トイレ
障害のある方、高齢者、妊婦、乳幼児を連れた方など、誰もが
円滑に利用できる構造を持ったトイレです。
3_ 視覚障害者誘導用ブロック
路面に周囲と異なる材質で設置された突起状のもので、視覚に
障害のある方を誘導・案内します。突起の形状によって、線状
ブロック（誘導）と点状ブロック（警告）の２種類が設置され
ました。
4_ 可変式情報表示装置
視覚情報を可変式に表示する装置です。電車の運行状況や緊急
情報など、さまざまな内容の情報が表示されます。
5_ エレベーター
上り・下り線ホームに、貫通型の 11人乗りエレベーターが１
基ずつ設置されました。貫通型のエレベーターとは、出入口が
２つあるエレベーターのことで、動線が直線状になっているこ
とから、前進するだけで乗降でき、車イスを利用する方などに
優しい設計となっています。
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投
票
で
き
る
人

　
大
山
崎
町
で
投
票
で
き
る
の
は
、

投
票
日
当
日
選
挙
権
を
有
し
、
次
の

要
件
す
べ
て
に
該
当
す
る
方
で
す
。

○�

平
成
３
年
４
月
11
日
以
前
生
ま
れ

の
方

○
日
本
国
民
の
方

○�

平
成
22
年
12
月
31
日
以
前
に
大
山

崎
町
に
住
民
登
録
（
転
入
届
出
）

を
し
た
方

注
意
！

　
平
成
23
年
１
月
１
日
以
降

に
、
京
都
府
内
の
市
町
村
間
で

１
回
に
限
り
住
所
を
異
動
し
た

方
は
、
前
住
所
地
で
投
票
で
き

ま
す
。

　
こ
の
場
合
、
前
住
所
地
で
選

挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る

こ
と
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
投

票
の
際
は
、
新
住
所
地
で
発
行

す
る
居
住
証
明
書
類
の
提
示
が

必
要
で
す
。
あ
ら
か
じ
め
、
新

住
所
地
の
住
民
課
な
ど
で
居
住

証
明
書
類
の
交
付
を
受
け
て
お

い
て
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
下

表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

投
票
所

　
大
山
崎
町
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録

さ
れ
、
か
つ
投
票
日
当
日
選
挙
権
を

有
し
て
い
る
方
は
、
投
票
所
入
場
整

理
券
に
記
載
さ
れ
て
い
る
次
の
投
票

所
で
投
票
で
き
ま
す
。

投
票
所
入
場
整
理
券

　
４
月
１
日
ま
で
に
、
投
票
所
入
場

整
理
券
（
は
が
き
）
を
各
戸
配
布
し

ま
す
。
届
か
な
か
っ
た
、
紛
失
し
た

と
い
う
場
合
で
も
、
大
山
崎
町
の
選

挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
、
か
つ
投
票

日
当
日
選
挙
権
を
有
し
て
い
る
方

は
、
投
票
で
き
ま
す
。
投
票
所
で
係

員
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

期
日
前
投
票

　
投
票
日
当
日
に
仕
事
な
ど
の
予
定

の
あ
る
方
は
、
期
日
前
投
票
が
で
き

ま
す
。

と
き
＝
４
月
２
日
土
～
９
日
土

午
前
８
時
30
分
～
午
後
８
時

※
土
日
も
投
票
で
き
ま
す

と
こ
ろ
＝
役
場
３
階
防
災
会
議
室

持
物
＝
投
票
所
入
場
整
理
券

不
在
者
投
票

　
大
山
崎
町
以
外
の
市
区
町
村
に
滞

在
中
の
方
や
、
病
院
・
老
人
ホ
ー
ム

な
ど
に
入
所
中
の
方
は
、
不
在
者
投

票
が
で
き
ま
す
。
投
票
期
間
は
、
期

日
前
投
票
と
同
じ
で
す
。

郵
便
な
ど
に
よ
る
不
在
者
投
票

　
重
度
の
身
体
障
害
な
ど
で
外
出
で

き
な
い
人
が
、
自
宅
で
投
票
し
郵
送

す
る
こ
と
が
で
き
る
制
度
で
す
。
申

請
な
ど
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
早
急

に
大
山
崎
町
選
挙
管
理
委
員
会
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

選
挙
公
報

　
選
挙
期
日
２
日
前
の
４
月
８
日
㊎

ま
で
に
各
戸
配
布
し
ま
す
。
届
か
な

い
場
合
は
、
至
急
選
挙
管
理
委
員
会

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
な
お
、
町
内

の
公
共
施
設
に
も
備
え
置
き
ま
す
の

で
、
そ
ち
ら
で
も
お
取
り
い
た
だ
け

ま
す
。

選
挙
公
報
を
備
え
置
く
施
設

○
大
山
崎
町
役
場

○
中
央
公
民
館

○
大
山
崎
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー

○
保
健
セ
ン
タ
ー

○
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
長
寿
苑
」

○
町
体
育
館

○
円
明
寺
が
丘
自
治
会
館

開
票

と
き
＝
４
月
10
日
日
午
後
９
時
か
ら

と
こ
ろ
＝
町
体
育
館

※
参
観
自
由

選
挙
結
果

　
選
挙
の
結
果
に
つ
い
て
は
、
本
誌

５
月
号
お
よ
び
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
合
せ

大
山
崎
町
選
挙
管
理
委
員
会

（
総
務
課
内
）

☎
９
５
６
―
２
１
０
１（
内
３
２
４
）

京都府議会 議員一般選挙

投
票
に
行
こ
う
！

棄
権
せ
ず
に
、

待ってます　未来に輝く　あなたの一票
一人ひとりが、与えられた１票の権利を

慎重に正しく行使しましょう。
4月10日日
午前7時～午後8時

第
１
投
票
所

大
山
崎
ふ
る
さ
と

セ
ン
タ
ー

第
２
投
票
所

大
山
崎
町
役
場

（
１
階
ロ
ビ
ー
）

第
３
投
票
所

円
明
寺
が
丘
自
治

会
館

第
４
投
票
所

下
植
野
集
会
所

転入転出の別 届出の日
投票場所・選挙権の有無

説明新住所地
で投票

前住所地
で投票

投票
できない

大
山
崎
町
に
転
入

他都道府県
から

平成22年12月31日以前に
大山崎町に転入届出 ○ 大山崎町で投票

平成23年１月１日以後に
大山崎町に転入届出 ○

京都府内の
他市町村か
ら

平成22年12月31日以前に
大山崎町に転入届出 ○ 大山崎町で投票

平成23年１月１日以後に
大山崎町に転入届出 ○

前住所地で投票
※�大山崎町が発行
する居住証明書
類が必要

大
山
崎
町
か
ら
転
出

他都道府県
へ 全期間 ○

京都府内の
他市町村へ

平成22年12月31日以前に
新住所地に転入届出 ○ 新住所地（府内他

市町村）で投票

平成23年１月１日以後に
新住所地に転入届出 ○

大山崎町で投票
※�新住所地（府内
他市町村）が発
行する居住証明
書類が必要

町内で転居届を
出した方 選挙管理委員会にお問い合わせください
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4
月
9
日
土
か
ら
入
会
申
込
受
付
開
始

わ
く
わ
く
ク
ラ
ブ
お
お
や
ま
ざ
き
会
員
を
募
集

学
年
や
学
校
を
超
え
た
つ
な
が
り
を
は
ぐ
く
も
う
！

ジ
ュ
ニ
ア
・
リ
ー
ダ
ー
養
成
講
習
会
受
講
生
を
募
集

問
・
申
込
＝
わ
く
わ
く
ク
ラ
ブ
お
お
や
ま
ざ
き
事
務
局
（
町
体
育
館
内
）

　
　
　
　
　
☎
９
５
６
―
０
５
６
７

わ
く
わ
く
サ
タ
デ
ー
ナ
イ
ト

と
き
／
と
こ
ろ

４
月
・
６
月
・
１
月
・
３
月
／
大
山
崎
小

学
校

５
月
・
12
月
・
２
月
／
第
二
大
山
崎
小
学

校７
月
・
９
月
・
10
月
・
11
月
／
町
体
育
館

い
ず
れ
も
土
午
後
６
時
～
８
時

※�

月
に
１
～
２
回
町
体
育
館
で
開
催
。
８

月
は
夏
休
み
の
た
め
開
催
し
ま
せ
ん

参
加
費
＝
小
学
生
１
０
０
円
、
中
学
生
以

上
２
０
０
円

※�

わ
く
わ
く
ク
ラ
ブ
お
お
や
ま
ざ
き
会
員

の
方
は
会
員
証
を
ご
持
参
く
だ
さ
い

内
容
＝
卓
球
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
な
ど

※
会
場
に
よ
っ
て
種
目
が
異
な
り
ま
す

※
申
込
不
要
、
当
日
会
場
で
受
付

【
４
月
の
開
催
予
定
】

と
き
／
と
こ
ろ

４
月
16
日
土
／
町
体
育
館

４
月
23
日
土
／
大
山
崎
小
学
校

い
ず
れ
も
午
後
６
時
～
８
時

わ
く
わ
く
ス
ポ
ー
ツ
教
室

わ
く
わ
く
ハ
イ
キ
ン
グ

わ
く
わ
く

親
子
チ
ャ
レ
ン
ジ
ス
ポ
ー
ツ

と
き
＝
４
月
24
日
日

※�

詳
細
は
４
月
初
旬
に
チ
ラ
シ
な
ど
で
お

知
ら
せ
し
ま
す

入
会
す
る
に
は
？

対
象
＝
町
内
に
在
住
ま
た
は
在
勤
の
方

申
込
方
法
＝
月
を
除
く
午
前
10
時
～
午

後
４
時
に
、
申
込
用
紙
（
町
体
育
館
に

置
い
て
い
ま
す
）に
必
要
事
項
を
記
入
・

押
印
し
、
会
費
を
添
え
て
右
記
申
込
先

ま
で
。

　

種
目

開
催
場
所

1
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

町
体
育
館

2
フ
ェ
ン
シ
ン
グ

3
新
体
操

4
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

桂
川
河
川
敷
公
園

テ
ニ
ス
コ
ー
ト

５
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル

大
山
崎
小
学
校

６
剣
道

７
野
球

8
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

第
二
大
山
崎
小
学
校

９
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

10
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

大
山
崎
中
学
校

11
卓
球

西
乙
訓
高
等
学
校

12
太
極
拳

町
体
育
館

13
ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
卓
球

14
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

大
山
崎
小
学
校

15
テ
ニ
ス
（
硬
式
）

西
乙
訓
高
等
学
校

種
目

開
催
日
（
予
定
）

ハ
イ
キ
ン
グ

４
月
24
日
日

カ
ヌ
ー

８
月
６
日
土
・
７
日
日

サ
イ
ク
リ
ン
グ

11
月
５
日
土

ス
キ
ー

平
成
24
年
１
月
28
日
土

　
　
　
　
　
・
29
日
日

わ
く
わ
く
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

平
成
24
年
２
月
25
日
土

※
詳
細
は
募
集
要
項
（
町
体
育
館
に
置
い
て
い
ま
す
）
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
開
催
期
間
・
種
目
・
場
所
・
日

時
な
ど
は
変
更
す
る
場
合
あ
り

※
１
～
11
の
種
目
は
小
・
中
学
生
対
象
、
12
～
15
の
種
目
は

成
人
対
象
、
３
・
４
・
６
・
12
の
種
目
は
親
子
で
参
加
可

※
各
種
目
と
も
定
員
20
人
（
先
着
順
）。
た
だ
し
、
希
望
者

が
５
人
以
下
の
種
目
は
開
催
で
き
な
い
場
合
あ
り

※
１
人
２
教
室
ま
で
参
加
可

会 費 幼児
（３歳以上小学生未満） 小学生 中学生以上 ファミリー 備考

入会金 500円 500円 500円 500円 パスポートケースなど

年会費 3,000円 5,000円 6,000円 5,000円×人数 ファミリー会員は
５人目から無料

サタデーナイト
参加料金 　　 100円 200円 　　 会員無料

※
開
催
日
や
開
催
場
所
な
ど
は
変
更
す
る
場
合
あ
り

※
各
種
目
と
も
定
員
に
な
り
次
第
受
付
終
了

※各種イベントの参加費はその都度設定
※幼児、小・中学生は、スポーツ安全保険に加入するため別途600円必要
※�平成22年度会員の方に限り継続割引あり。個人会員は1,000円引き（幼児2,000円、小学生4,000円、中学生以上5,000円）、
４人以上のファミリー会員は5,000円引き（15,000円）

　「
ジ
ュ
ニ
ア
・
リ
ー
ダ
ー
養
成
講
習
会
」

で
は
年
齢
の
垣
根
を
取
り
払
い
、
小
学
４

年
生
～
中
学
３
年
生
の
子
ど
も
た
ち
が
一

緒
に
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
に
取
り
組
み
ま

す
。
異
な
る
年
齢
の
友
達
と
の
付
き
合
い

を
通
じ
て
、
子
ど
も
た
ち
の
豊
か
な
成
長

を
促
し
ま
す
。

　
指
導
に
あ
た
る
の
は
、
ジ
ュ
ニ
ア
・
リ

ー
ダ
ー
Ｏ
Ｂ
な
ど
の
高
校
生
・
大
学
生
で

構
成
さ
れ
る
青
年
リ
ー
ダ
ー
「
ゆ
う
や

け
」。
こ
れ
ま
で
の
経
験
を
も
と
に
、
子

ど
も
た
ち
が
楽
し
く
安
全
に
活
動
で
き
る

よ
う
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

対
象
＝
小
学
４
年
生
～
中
学
３
年
生

定
員
＝
50
人
程
度

参
加
費
＝
年
間
８
，
０
０
０
円
程
度

※�

保
険
料
、
食
費
、
施
設
利
用
料
な
ど
は

活
動
時
に
徴
収

申
込
期
間
＝
４
月
18
日
月
～
25
日
月

申
込
方
法
＝
▼
１
年
分
保
険
料
６
０
０
円

▼
申
込
書
（
捺
印
し
た
も
の
）
▼
（
新
規

受
講
生
は
）
保
険
証
の
コ
ピ
ー
２
枚
を
、

左
記
ま
で
持
参
。

問
・
申
込
先
＝
生
涯
学
習
課

☎
９
５
３
―
６
０
１
４
（
直
通
）

平
成
23
年
度
の
主
な
活
動
予
定

５
月
　
開
講
式

６
月
　
飯
ご
う
炊
さ
ん

７
～
８
月
　
キ
ャ
ン
プ
事
前
研
修
（
２
回
）

８
月
　
夏
季
キ
ャ
ン
プ
（
２
泊
３
日
）

９
月
　
料
理
講
習
会

11
月
　
ス
ポ
ー
ツ
活
動

12
月
　
ク
リ
ス
マ
ス
会

２
月
　
大
す
ご
ろ
く
大
会

３
月
　
中
学
生
春
季
キ
ャ
ン
プ
（
１
泊
２
日
）

３
月
　
閉
講
式

※
変
更
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す

さ
ま
ざ
ま
な
年
齢
の
子
ど
も
た
ち
が
一
緒
に
自
然
体
験
や
ス
ポ
ー
ツ
、
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
な
ど
に
取
り
組
む
﹁
ジ
ュ
ニ
ア
・
リ
ー
ダ
ー
養
成
講
習

会
﹂。
活
動
を
通
じ
て
、
子
ど
も
た
ち
の
自
主
性
や
社
会
性
、
思
い
や
り
の
心

を
養
い
ま
す
。

写真はいずれも平成 22年
度の活動のようす
①アクトパル宇治での飯ご
う炊さん。みんなで仲良く
カレー作り　②料理講習会
では▼デコレーション寿司
▼すまし汁▼サラダ▼ミル
クゼリーを作りました　③
国立曽爾青少年自然の家で
の夏キャンプ。大自然をた
っぷり満喫　④クリスマス
会は、プレゼント交換やオ
リジナルケーキづくりなど内容盛りだくさんでした　⑤青年リーダー「ゆう
やけ」のメンバー。皆優しいお兄さん、お姉さんです

①

②

④

③

⑤
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税
の
お
知
ら
せ
　
　
　
　
　
　
　
　
　

固
定
資
産
課
税
台
帳
な
ど
を
縦
覧
・
閲
覧
で
き
ま
す

問
・
と
こ
ろ
＝
税
財
政
課
　
☎
９
５
６
―
２
１
０
１
（
内
１
４
３
）

参加者募集　エゴマ油復活プロジェクト

エゴマまるごと体験事業

国
保・後
期
高
齢
者
医
療
制
度
加
入
者
の
皆
さ
ん
へ

人
間
ド
ッ
ク
な
ど
の
費
用
を
助
成

　
自
分
の
所
有
す
る
土
地
や
家
屋
の
評
価

額
と
ほ
か
の
土
地
や
家
屋
の
評
価
額
と
を

比
較
し
、
適
正
か
ど
う
か
を
判
断
し
て
い

た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

縦
覧
可
能
な
方

○
土
地
価
格
等
縦
覧
帳
簿
…
町
内
に
所
在

す
る
土
地
の
固
定
資
産
税
の
納
税
者

（
代
理
人
含
む
）

○
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿
…
町
内
に
所
在

す
る
家
屋
の
固
定
資
産
税
の
納
税
者

（
代
理
人
含
む
）

縦
覧
対
象

○
土
地
価
格
等
縦
覧
帳
簿
…
町
内
の
課
税

対
象
土
地
の
▼
所
在
▼
地
番
▼
地
目
▼

地
積
▼
価
格

○
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿
…
町
内
の
課
税

対
象
家
屋
の
▼
所
在
▼
家
屋
番
号
▼
種

類
▼
構
造
▼
床
面
積
▼
建
築
年
▼
価
格

※
土
地
・
家
屋
の
所
有
者
や
税
額
な
ど
は

対
象
外

審
査
申
出
期
間

　
固
定
資
産
課
税
台
帳
に
価
格
を
登
録
し

た
旨
が
公
示
さ
れ
た
日
か
ら
納
税
通
知
書

の
交
付
を
受
け
た
日
後
60
日
ま
で
。

縦
覧
に
際
し
て
の
お
願
い

　
縦
覧
で
き
る
方
か
ど
う
か
を
確
認
す
る

た
め
、
手
持
ち
の
納
税
通
知
書
、
課
税
明

細
書
（
平
成
22
年
度
分
で
も
可
）、
運
転

免
許
証
な
ど
、
本
人
確
認
が
で
き
る
も
の

を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

代
理
で
来
ら
れ
る
方
は
委
任
状
が
必
要

で
す

　
固
定
資
産
課
税
台
帳
を
閲
覧
し
、
課
税

内
容
を
確
認
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き

ま
す
。
有
償
で
土
地
や
家
屋
を
借
り
て
い

る
方
や
固
定
資
産
を
処
分
す
る
権
利
の
あ

る
方
も
、
対
象
資
産
を
限
定
し
て
閲
覧
で

き
ま
す
。

閲
覧
に
際
し
て
の
お
願
い

　
納
税
義
務
者
で
あ
る
か
ど
う
か
を
確
認

す
る
た
め
、
手
持
ち
の
納
税
通
知
書
、
課

税
明
細
書
（
平
成
22
年
度
分
で
も
可
）、

運
転
免
許
証
な
ど
、
本
人
確
認
が
で
き
る

も
の
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、納
税
義
務
者
以
外
で
左
表
の「
閲

覧
可
能
な
方
」
に
該
当
す
る
方
は
、
そ
れ

ら
を
証
す
る
も
の
（
借
地
・
借
家
人
が
閲

覧
す
る
場
合
は
権
利
関
係
を
示
す
書
面
な

ど
。
管
理
人
な
ど
が
閲
覧
す
る
場
合
は
裁

判
所
に
よ
る
選
任
書
な
ど
）
を
用
意
し
て

く
だ
さ
い
。

※�

代
理
で
来
ら
れ
る
方
は
委
任
状
が
必
要

で
す

固
定
資
産
課
税
台
帳
の
閲
覧

土
地
価
格
等
縦
覧
帳
簿

家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿
の
縦
覧

4
月
1
日
㊎
～
5
月
31
日
㊋ 

平
日
午
前
8
時
30
分
～
午
後
5
時︵
昼
休
み
を
除
く
︶

閲
覧
可
能
な
方

閲
覧
対
象

固
定
資
産
税
の
納
税
義
務
者

当
該
納
税
義
務
に
係
る
固
定
資
産

土
地
に
つ
い
て
、
貸
借
権
そ
の
他
の
使
用
ま
た
は
収
益
を
目

的
と
す
る
権
利
（
対
価
が
支
払
わ
れ
て
い
る
も
の
に
限
る
）

の
所
有
者

当
該
権
利
の
目
的
で
あ
る
土
地

家
屋
に
つ
い
て
、
貸
借
権
そ
の
他
の
使
用
ま
た
は
収
益
を
目

的
と
す
る
権
利
（
対
価
が
支
払
わ
れ
て
い
る
も
の
に
限
る
）

の
所
有
者

当
該
権
利
の
目
的
で
あ
る
家
屋
お
よ
び
そ

の
敷
地
で
あ
る
土
地

固
定
資
産
を
処
分
す
る
権
利
を
有
す
る
一
定
の
方

当
該
権
利
の
目
的
で
あ
る
固
定
資
産

　
今
か
ら
６
０
０
年
ほ
ど
前
、
中
世

の
大
山
崎
に
繁
栄
を
も
た
ら
し
た
荏え

胡ご

麻ま

油
。
そ
の
歴
史
に
着
目
し
、
荏

胡
麻
油
を
現
代
に
復
活
さ
せ
よ
う

と
、
平
成
21
年
度
に
始
ま
っ
た
「
エ

ゴ
マ
油
復
活
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」。
試

行
錯
誤
を
繰
り
返
し
な
が
ら
も
、
参

加
者
と
町
職
員
が
協
働
し
て
荏
胡
麻

の
栽
培
、
搾
油
に
成
功
し
ま
し
た
。

ま
た
、昨
年
度
は「
ク
ッ
キ
ン
グ
」「
ア

ロ
マ
」「
エ
コ
ラ
イ
フ
」「
文
化
歴
史
」

の
４
つ
の
ク
ラ
ブ
を
立
ち
上
げ
、
よ

り
幅
広
い
荏
胡
麻
の
魅
力
を
追
求
し

て
き
ま
し
た
。

　
興
味
の
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
ご
参
加

く
だ
さ
い
。
楽
し
い
体
験
が
あ
な
た

を
待
っ
て
い
ま
す
よ
。

対
象
＝
小
学
生
以
上

※
小
学
生
は
保
護
者
同
伴

定
員
＝
40
人
（
先
着
順
）

参
加
費
＝
１
人
１
，
０
０
０
円

※�

こ
の
ほ
か
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
ご

と
に
参
加
費
な
ど
実
費

※�

作
業
に
必
要
な
用
具
や
昼
食
な
ど

は
各
自

申
込
方
法
＝
４
月
４
日
月
～
18
日
月

の
平
日
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

（
昼
休
み
を
除
く
）
に
、
参
加
費
を

左
記
ま
で
持
参
。

※
電
話
で
の
仮
申
し
込
み
も
可

問
・
申
込
先
＝
生
涯
学
習
課

☎
９
５
６
―
２
１
０
１

（
内
２
２
１
・
２
２
５
）

国
保
加
入
者
の
人
間
ド
ッ
ク
・

脳
ド
ッ
ク
費
用
を
助
成

対
象
＝
大
山
崎
町
国
民
健
康
保
険
加

入
者
の
う
ち
、
次
の
要
件
す
べ
て
に

該
当
す
る
方

○
大
山
崎
町
国
民
健
康
保
険
に
引
き

続
き
１
年
以
上
加
入
し
て
い
る

○
国
民
健
康
保
険
税
を
納
期
到
来
分

ま
で
完
納
し
て
い
る

○
受
診
日
現
在
、
満
30
歳
以
上
で
入

院
ま
た
は
妊
娠
し
て
い
な
い

○
人
間
ド
ッ
ク
の
受
診
に
お
い
て

は
、
同
一
年
度
内
に「
特
定
健
康

診
査
」「
長
寿
健
康
診
査
」「
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
の
人
間
ド
ッ
ク
」

を
受
診
し
て
い
な
い（
し
な
い
）

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
加
入
者

の
人
間
ド
ッ
ク
費
用
を
助
成

注
意
！
＝
脳
ド
ッ
ク
は
助
成
対
象
外

対
象
＝
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
加
入

者
の
う
ち
、
次
の
要
件
す
べ
て
に
該

当
す
る
方

○
大
山
崎
町
に
６
カ
月
以
上
住
所
を

有
し
て
い
る

○
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
を
納
期

到
来
分
ま
で
完
納
し
て
い
る

○
受
診
日
現
在
、
入
院
し
て
い
な
い

○
同
一
年
度
内
に「
特
定
健
康
診
査
」

「
長
寿
健
康
診
査
」「
国
民
健
康
保

険
の
人
間
ド
ッ
ク
」
を
受
診
し
て

い
な
い
（
し
な
い
）

（
い
ず
れ
も
）

助
成
回
数
＝
１
年
度
１
回

自
己
負
担
額
な
ど
＝
下
表
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

※
蘇
生
会
総
合
病
院
で
人
間
ド
ッ
ク

と
脳
ド
ッ
ク
を
同
日
受
診
す
る
場

合
、
脳
ド
ッ
ク
の
自
己
負
担
額
は

６
，
９
０
０
円
に
な
り
ま
す

※
御
池
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
人
間
ド
ッ
ク

と
脳
ド
ッ
ク
を
同
日
受
診
す
る
場

合
、
脳
ド
ッ
ク
の
自
己
負
担
額
は

８
，
５
０
５
円
に
な
り
ま
す

申
請
方
法
＝
印
鑑
と
被
保
険
者
証
を

左
記
ま
で
持
参
。

※�

お
渡
し
す
る
健
診
利
用
券
は
、
受

診
当
日
、
医
療
機
関
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い

問
・
申
請
＝
町
民
健
康
課

☎
９
５
６
―
２
１
０
１

（
内
１
２
１
・
１
２
８
）

京都桂病院 済生会
京都府病院

蘇生会
総合病院

御池クリニック
（旧坂崎診療所） 京都工場保健会

人間ドック
（男性）

総費用 37,800円 42,000円 35,000円 39,900円 37,800円
助成額 26,460円 29,400円 24,500円 27,930円 26,460円

自己負担 11,340円 12,600円 10,500円 11,970円 11,340円

人間ドック
（女性）

総費用 40,950円 45,400円 38,000円 43,050円 42,000円
助成額 28,665円 31,780円 26,600円 30,135円 29,400円

自己負担 12,285円 13,620円 11,400円 12,915円 12,600円

脳ドック
総費用 47,250円 36,750円 33,000円 47,250円 31,500円
助成額 33,075円 25,725円 23,100円 33,075円 22,050円

自己負担 14,175円 11,025円 9,900円 14,175円 9,450円
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ま
ち
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話
題
　Tow
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□
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□
　
伝
言
板
　M

essage

Fire Department
消防ひろば　☎956-0119　 957-0999

竹林整備で春の味覚をゲットしよう！

タケノコ掘り体験
竹
林
整
備
と
筍
掘
り
体
験

と
き
＝
４
月
23
日
土

午
前
９
時
～
午
後
１
時

と
こ
ろ
＝
宝
積
寺
お
よ
び
天
王
山

山
頂
付
近

内
容
＝
▼
天
王
山
森
林
整
備
事
業

の
説
明
▼
タ
ケ
ノ
コ
の
「
京
都
式

軟
化
栽
培
法
」
ビ
デ
オ
鑑
賞
▼
タ

ケ
ノ
コ
掘
り
・
タ
ケ
ノ
コ
倒
し

※�

掘
っ
た
タ
ケ
ノ
コ
は
参
加
者
で

分
け
て
持
ち
帰
り
ま
す

対
象
＝
小
・
中
学
生
と
そ
の
保
護

者（
中
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
）

定
員
＝
20
組

※
20
組
を
超
え
た
場
合
は
抽
選

参
加
費
＝
１
人
３
０
０
円

主
催
＝
▼
大
山
崎
町
▼
大
山
崎
町

教
育
委
員
会
▼
天
王
山
周
辺
森
林

整
備
推
進
協
議
会
▼
京
都
乙
訓
緑

化
推
進
委
員
会

申
込
方
法
＝
４
月
１
日
㊎
～
８
日

㊎
に
、
電
話
ま
た
は
直
接
左
記
ま

で
。

問
・
申
込
先
＝
生
涯
学
習
課

☎
９
５
６
―
２
１
０
１
（
内
２
２

１
）

春
の
タ
ケ
ノ
コ
掘
り 

と
き
＝
４
月
17
日
日

午
前
10
時
～
正
午

※
雨
天
時
は
４
月
24
日
日
に
順
延

集
合
＝
小
倉
神
社
噴
水
前
　
午
前

10
時

と
こ
ろ
＝
小
倉
神
社
裏
の
天
王
山

登
り
口
付
近

持
物
＝
軍
手
、
掘
っ
た
タ
ケ
ノ
コ

を
入
れ
る
袋

対
象
＝
親
子
連
れ

定
員
＝
20
人

※
円
明
寺
団
地
在
住
の
方
を
優
先

参
加
費
＝
１
人
50
円

主
催
＝
久
保
川
と
天
王
山
の
森
を

守
る
会

申
込
締
切
＝
４
月
12
日
㊋（
必
着
）

申
込
方
法
＝
往
復
は
が
き
に
▼
住

所
▼
参
加
者
全
員
の
氏
名
▼
電
話

番
号
を
明
記
の
う
え
左
記
ま
で
。

問
・
申
込
先
＝
〒
６
１
８
―
０
０

９
１
　
大
山
崎
町
字
円
明
寺
小
字

小
倉
口
１
―
19

竹
内
　
碩

☎
９
５
７
―
５
６
９
２

天
王
山
で
は
孟
宗
竹
の
侵
食
に
よ
る
森
林
の
荒
廃
が
問
題
と

な
っ
て
お
り
、
放
置
竹
林
の
定
期
的
な
整
備
が
必
要
不
可
欠
と

な
っ
て
い
ま
す
。
町
お
よ
び
関
係
団
体
で
は
、
竹
林
の
整
備
を

兼
ね
た
タ
ケ
ノ
コ
掘
り
を
実
施
し
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
ふ
る
っ

て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

町・府
民
税
お
よ
び
国
民
健
康
保
険
税

年
金
特
徴︵
仮
徴
収
︶の
お
知
ら
せ

　
昨
年
10
月
か
ら
、
65
歳
以
上
の
方
の

公
的
年
金
な
ど
に
対
す
る
町
・
府
民
税

の
徴
収
方
法
は
、
一
定
の
要
件
を
満
た

す
場
合
、
年
金
か
ら
の
特
別
徴
収
（
天

引
き
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
国

民
健
康
保
険
税
に
つ
い
て
も
、
一
定
の

要
件
を
満
た
す
世
帯
の
場
合
、
世
帯
主

の
年
金
か
ら
の
特
別
徴
収
と
な
っ
て
い

ま
す
。
今
年
２
月
時
点
で
、
年
金
か
ら

の
特
別
徴
収
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
方

に
つ
い
て
は
、
４
月
以
降
も
引
き
続
き

特
別
徴
収
（
仮
徴
収
）
を
行
い
ま
す
。

　
た
だ
し
、
国
民
健
康
保
険
税
に
つ
い

て
は
、
加
入
者
の
中
に
平
成
23
年
度
中

に
75
歳
に
到
達
す
る
方
が
い
る
場
合
、

４
月
以
降
の
特
別
徴
収
を
停
止
し
、
６

月
以
降
に
普
通
徴
収
（
納
付
書
ま
た
は

口
座
振
替
）
に
よ
り
徴
収
し
ま
す
。

仮
徴
収
と
は

　
平
成
23
年
度
の
、
町
・
府
民
税
お
よ

び
国
民
健
康
保
険
税
の
年
税
額
が
決
定

す
る
ま
で
の
間
、
暫
定
的
な
金
額
で
年

金
か
ら
特
別
徴
収
す
る
こ
と
を
仮
徴
収

と
い
い
ま
す
。
仮
徴
収
を
行
う
期
間
や

税
額
、
徴
収
方
法
は
、
下
表
の
と
お
り

で
す
。

　
な
お
、
平
成
23
年
度
の
町
・
府
民
税

お
よ
び
国
民
健
康
保
険
税
の
年
税
額

や
、
仮
徴
収
期
間
以
降
の
徴
収
方
法
な

ど
を
記
載
し
た
納
税
通
知
書
は
、
い
ず

れ
も
６
月
に
送
付
し
ま
す
。

問
合
せ

役
場
代
表
　
☎
９
５
６
―
２
１
０
１

▼
町
・
府
民
税
に
つ
い
て

　
税
財
政
課
（
内
１
４
４
）

▼
国
民
健
康
保
険
税
に
つ
い
て

　
町
民
健
康
課
（
内
１
２
１
）

仮徴収 本徴収
４月 ６月 ８月 10月 12月 ２月
２月に特別徴収した
税額と同額を徴収

年税額の決定後は、年税額から仮徴収
額を差し引いた額を４回に分けて徴収

シリーズ
救急救命最前線

危
険
物
取
扱
者
試
験

と
き
＝
６
月
５
日
日

と
こ
ろ
＝
長
浜
バ
イ
オ
大
学
京
都
Ｃ
Ａ
Ｍ

Ｐ
Ｕ
Ｓ
鳥
丸
学
舎
（
旧
関
西
文
理
学
園
）

種
別
＝
全
種
全
類

申
込
方
法
＝
４
月
４
日
月
～
13
日
氺
に
願

書
（
各
消
防
署
に
置
い
て
い
ま
す
）
を
左

記
ま
で
。

※�

電
子
申
請
は
４
月
１
日
㊎
～
10
日
日
受

付
。
申
込
方
法
は（
財
）消
防
試
験
研
究

セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://

w
w
w
.sh
oubo-sh

iken.or.jp

）

を
ご
覧
く
だ
さ
い

問
・
申
込
先

（
財
）消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
京
都
府
支

部
　
☎
４
１
１
―
０
０
９
５

危
険
物
取
扱
者
試
験

予
備
講
習
会

と
き
＝
５
月
21
日
土

午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分

と
こ
ろ
＝
乙
訓
消
防
組
合
消
防
本
部
４
階

大
会
議
室
（
長
岡
京
市
神
足
芝
本
９
）

種
別
＝
乙
種
第
４
類

受
講
料
＝
一
般
６
，
０
０
０
円

会
員
４
，
０
０
０
円

※�
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救急現場からのメッセージや、
救急症例などを紹介します。

　成人の血液量は体重の1/12～1/13。体重
50kgの人なら血液量は約４リットルになり
ます。その血液の約20％が失われると出血
性ショックという重篤な状態になり、約30
％が失われると生命の危険が高くなります。
そこで、救急現場で必要となるのが止血。今
回は主な止血方法を紹介します。
▶直接圧迫止血
　清潔なガーゼやハンカチ、タオルなどを傷
口にあて、その上から手で少し強めに押さえ
る方法。この方法でほとんどの出血は治まり
ます。
注意！＝感染防止のため、できるだけビニー
ル袋などで手を覆います。また、再出血のお
それがあるため、ガーゼはめくりません。
▶間接圧迫止血（止血帯法）
　タオルやハンカチなど幅のあるもので、傷
口より心臓側を縛る方法。直接圧迫止血でも
止血できない場合に有効です。
注意！＝手足のみに有効。針金や電気コード、
紐など細いものを使うと神経や筋肉を傷つけ
ることがあるため、３cm以上の幅のあるも
のを使用します。また、縛った箇所から先に
血液を流さないと細胞が傷つく可能性がある
ため、30分を目安に１～２分緩めます。
▶高位保持
　心臓より高い位置に傷口をもっていく方
法。直接圧迫止血、間接圧迫止血と併用する
とより効果的です。

覚えておこう！
止血法

住宅用火災警報器イメージ

ビニール袋を利用した直接圧迫止血法
（「改訂３版　応急手当講習テキスト　救急車がくるまでに」から引用）

町・府民税

国民健康保険税

仮徴収 本徴収
４月 ６月 ８月 10月 12月 ２月

２月に特別徴収した税額と同
額を徴収

年税額の決定後は、年税額か
ら仮徴収額を差し引いた額を
３回に分けて徴収


